Spectrum of Cosmological Fluctuations in Inflationary Universe by マルノ, モトシ & 丸野, 元志
Osaka University









氏 名 丸 野 フもE と τ.lしLt 、
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号 第 1 293 3 可にコ
学位授与年月日 平成 9 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
理学研究科物理学専攻









の密度揺らぎ，重力波の揺らぎについて解析した。揺らぎのスペクトルは通常， Slow rolling 近似を使った公式に
より求められているが， この場合，各モデ‘ルの揺らぎの方程式の解を指数関数型膨張宇宙モデ、ルの場合の解で、近似し
ていることとなり，揺らぎの方程式の解のスペクトルへの影響を考膚していない。












揺らぎのスペクトルを与える o 我々が調べた解析的に解けるモデ‘ルの範囲内で、は， slow rolling parameters は， イ
ンフレーションの終わりではどのモデルでもゼロに近くなるのに対し，インフレーションの始まりにおいては無視で
きない大きさとなっているモデルもある o そのようなモデ、ルに対しては slow rolling 近似は良い近似とはいえず，我々
の公式における計算が意味を持つo また，時空の曲率がゼロでない値においてのみ，存在できるモデルも見っかり，










カラーポテンシャルの形や曲率への依存性を議論した。通常 slow rolling 近似や曲率を無視して議論されているが，
これらが無視できない場合があるとの興味ある結果をえた。今回見つけた，解析的な解は，より精密な議論をすると
きに重要になると考えられる。これらの点で，本研究は博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認めるo
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